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うき消防の動きうき消防の動き

宇城広域消防本部初の女性消防士誕生!!
　４月１日付けで本年度採用の新職員７名に辞令が交付された。うち２名（野尻みか消防士、福永智美消防
士）は３４年を迎える宇城広域消防本部の歴史の中で初の女性消防士となった。新職員は４月７日から熊本
県消防学校初任科第 51 期生として入校し、９月２６日までの半年間、消防業務に必要な知識、技術及び災
害に対応できる体力を要請するための研修と訓練を受けることとなる。

  

安
全
の
基
盤
強
化

　　

当
協
会
は
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
に
宇
城
地

区
の
危
険
物
施
設
の
安
全
確
保
と
、
災
害
防
止
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
幸
い

に
も
大
災
害
・
事
故
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
非
常
に

喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
（
Ｈ
２
０
年
3
月
末　

会

員
数=

２
３
１
）
の
皆
様
方
の
安
全
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
と
活
動
の
活
性
化
、
な
ら
び
に
協
会
の
積
極

的
な
事
業
展
開
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
最
近
で
は
事
故
、
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
共
が
昼
夜
扱
っ
て
い
る
石
油
類
を
初
め
と
す
る

危
険
物
は
現
代
社
会
に
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
必
需

品
で
す
が
、
ひ
と
つ
管
理
・
扱
い
を
違
え
れ
ば
大
災

害
・
事
故
が
発
生
、
環
境
を
破
壊
し
、
今
、
社
会
的

に
問
題
に
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責

任
）
を
問
わ
れ
企
業
存
続
が
危
う
く
な
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
、
災
害
を
最
小
限
に
防
止
す

る
た
め
今
後
、
消
防
署
、
地
域
消
防
団
、
宇
土
市
等

の
皆
様
の
ご
指
導
・
協
力
の
も
と
会
員
企
業
と
の
「
地

域
総
合
防
災
訓
練
」
を
是
非
、
実
現
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

私
共
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
消
防
当
局
に
も
更
に

「
安
全
の
基
盤
強
化
」
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
、
今
後
も
、
協
会
員
一
丸
と
な
っ
て
「
安

全
で
平
和
な
宇
城
地
区
」
を
目
指
し
、
活
動
を
よ
り

活
性
化
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

防　

人熊
本
県
宇
城
地
区

　

危
険
物
安
全
協
会
会
長

（
日
本
合
成
化
学
工
業
株
式

会
社 

生
産
技
術
本
部
熊
本

工
場
工
場
長)

　
　
　
　
　
　

川
端
岳
生
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3
月
24
日(

月)

、
平
成
20
年

度
か
ら
宇
土
市
民
体
育
館
な
ど

社
会
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者

と
な
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
土
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
普
通
救
命

講
習
を
行
っ
た
。「
指
定
管
理

者
制
度
」
と
は
、
平
成
15
年
６

月
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
公
共
団
体
等
に

管
理
運
営
を
委
託
す
る
方
式
に

限
ら
れ
て
い
た
「
公
の
施
設
」

の
管
理
委
託
に
つ
い
て
、
民
間

事
業
者
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

幅
広
く
活
用
す
る
と
と
も
に
、

市

民

サ
ー
ビ

ス
の
向

上
や
行

政
コ
ス

ト
の
削

減
を
図

る
こ
と

を
目
的

と
し
て

創
設
さ
れ
た
制
度
。

こ
の
日
は
宇
土
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
職
員
16
名
が
、
消
防
本
部
会

議
室
で
3
時
間
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
た
普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
た
。
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
重
元
公
さ
ん
は
、「
4
月
か

ら
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管

理
運
営
を
全
て
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
運
動
中
の
事
故
に
備
え

今
回
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し

た
。
今
後
毎
年
継
続
し
て
受
講

し
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語

ら
れ
た
。

3
月
19
日(

水)

、
自
衛
隊
、

警
察
、
気
象
台
な
ど
、
熊
本
市

内
の
防
災
関
係
機
関
で
構
成
す

る｢

熊
本
市
防
災
関
係
機
関
連

絡
協
議
会｣

の
一
行
34
名
が
、

昨
年
7
月
6
日
に
発
生
し
た
美

里
町
豪
雨
災
害
の
現
場
を
視
察

し
た
。
こ
の
日
は
午
前
10
時
30

分
に
美
里
町
中
央
公
民
館
に
到

着
し
、
被
害
状
況
や
災
害
対
応

活
動
内
容
等
の
説
明
を
受
け
た

後
、
午
前
中
に
坂
本
地
区
、
午

後
か
ら
は
柏
川
地
区
の
災
害
現

場
を
視
察
し
た
。
当
日
は
雨

模
様
で
、
傘
を
差
し
な
が
ら
の

視
察
と
な
っ
た
が
、
柏
川
地

区
で
は
役
場
担
当
者
と
美
里
分

署
長
の

説
明
を

受
け
な

が

ら
、

災
害
前

に
は
な

か
っ
た

大
き
な

石
で
埋

め
尽
く

さ
れ
、
変
わ
り
果
て
た
被
災
地

の
状
況
に
目
を
丸
く
し
て
熱
心

に
質
問
さ
れ
て
い
た
。

3
月
5
日
、
6
日
の
両
日
、
南

消
防
署
で
実
施
し
た
。
今
回
、

職
場
体
験
に
訪
れ
た
の
は
宇
城

市
立
小
川
中
学
校
2
年
生
の
15

名
。
初
日
は
朝
の
勤
務
交
代
見

学
か
ら
始
ま
り
、
規
律
訓
練
、

号
令
調
整
、
体
力
練
成
、
車
両

説
明
、
ホ
ー
ス
延
長
訓
練
な
ど

を
行
い
、
二
日
目
の
午
前
中
に

は
普
通
救
命
講
習
、
午
後
に
は

訓
練
塔
を
使
用
し
、「
5
階
建

て
ビ
ル
最
上
階
に
逃
げ
遅
れ
者

あ
り
。」
と
の
想
定
で
救
助
訓

練
を
実
施
し
た
が
、
救
助
訓
練

は
実
際
に
空
気
呼
吸
器
を
着
装

し
、
模
擬
煙
が
立
ち
込
め
た
屋

内
に
侵
入
後
、
ダ
ミ
ー
を
救
出

し
午
前
中
に
覚
え
た
心
肺
蘇
生

法
を
実
施
す
る
な
ど
、
内
容
の

濃
い
体
験
と
な
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　北消防署消防 1課救助係長　宮本忠和
　去る 3月 6日午前、第 3回署内救助研修会を宇城市岡岳グラウンド西側斜面にて実施しました。
　救助工作車側面支点からのエイト環使用による降下、アイディー及びアッセンションを使用して
の斜面登はんを行いました。
　過去２回、山岳救助資機材の基本的な取扱い訓
練を実施してきたためか各隊員ともスムーズな降
下、登はんができ、基礎がしっかり身に付いてき
た印象を受けました。
　また、展示訓練として救助用三脚を使用し、六
分の一システムにて引き上げる訓練を実施しまし
たが、時間の都合上参加隊員すべてにシステムの
構築等の訓練が出来なかったのが残念でした。
　今後の課題として参加各隊員が、倍力システム
を自在に構築し、あらゆる場面を想定して活用出
来るよう、これからも研修会を実施していく予定
です。

救助研修会を開催

3
月
11
日

(

火)

南
消

防
署
研
修

室
で
実
施

し
た
。
こ

れ
か
ら
水

の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え

る
に
あ
た

り
、
潜
水
技
術
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
及
び
事
故
事
例
な
ど
意

見
交
換
を
交
え
研
修
し
た
。

3
月
19
日(

水)

、
4
名
が
参

加
し
本
部
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
小
川
分
署
の
山
口
太
一

副
士
長
が
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
。
山
口
副
士
長
は
4
月
18
日

(

金)

に
葦
北
郡
津
奈
木
町「
つ

な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催

さ
れ
る
「
第
30
回
熊
本
県
消
防

職
員
意
見
発
表
会
」
に
宇
城
広

域
消
防
本
部
代
表
と
し
て
参
加

す
る
。 潜

水
隊
学
習
会

宇
城
広
域
消
防
本
部

職
員
意
見
発
表
会

職
場
体
験
学
習

普
通
救
命
講
習

災
害
現
場
視
察
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昭
和
45
年
に
宇
土
市
の

消
防
職
員
と
し
て
採
用

に
な
り
ま
し
て
38
年
間
、

地
域
住
民
の
安
心
と
安

全
を
守
る
た
め
に
仕
事

を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

3
月
31
日
を
以
て
、
無

事
退
職
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重

に
皆
さ
ま
方
の
お
陰
だ

と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
38
年
間
を
顧

み
る
と
、
様
々
な
出
来

事
や
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
、
災
害
等
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
織

的
に
も
単
独
消
防
の
時

代
か
ら
昭
和
49
年
に
は

広
域
消
防
、
平
成
19
年

に
は
広
域
連
合
そ
し
て

現
在
、
平
成
24
年
を
目

途
と
し
て
県
下
13
消
防

本
部
の
広
域
再
編
の
波

が
押
し
寄
せ
て
き
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
道

州
制
の
話
も
耳
に
し
ま

す
し
、
消
防
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
の
災
害
は
複

雑
多
様
化
し
大
規
模
化

の
傾
向
に
あ
り
、
い
つ

災
害
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
様
な
厳

し
い
状
況
の
中
、
大
変

か
と
思
い
ま
す
が
消
防

の
任
務
達
成
の
た
め
消

防
長
を
中
心
と
し
知
恵

を
出
し
合
い
、
お
互
い

協
力
し
合
い
な
が
ら
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
消
防
本
部
及
び

各
署
の
更
な
る
発
展
と

皆
様
方
の
ご
健
康
、
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

し
お
礼
の
言
葉
と
し
ま

す
。
本
当
に
長
い
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
49
年
4
月
に
宇
城
消

防
に
採
用
さ
れ
、
7
月
1

日
に
開
署
し
た
中
分
署
で

は
宮
本
分
署
長(

元
消
防

長)

と
共
に
、
が
む
し
ゃ

ら
に
訓
練
に
励
み
ま
し

た
。
33
年
間
の
消
防
人
生

の
中
で
、
平
成
13
年
4
月

に
初
代
小
川
分
署
長
、
平

成
19
年
11
月
に
初
代
南
消

防
署
長
を
拝
命
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
は
名
誉
な
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
も
一
重
に

職
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

駅
伝
部
の
一
員
と
し
て
各

種
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
昭
和
51
年
の
県
大

会
で
団
体
3
位
入
賞
し
た

こ
と
、
九
州
大
会
個
人
40

才
の
部
で
4
位
入
賞
し
た

こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
去
る
3
月

9
日
に
宇
城
市
不
知
火
町

で
開
催
さ
れ
た
「
デ
コ
ポ

ン
駅
伝
大
会
」
で
は
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
、強
豪
23
チ
ー
ム
中
、

見
事
3
位
に
入
賞
し
、
退

職
に
花
を
添
え
て
頂
い
た

こ
と
は
、
部
員
の
皆
様
に

感
謝
す
る
と
共
に
「
我
、

走
り
に
悔
い
は
な
し
」
と

満
足
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
救
助
技
術
九
州

大
会
の
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
の

部
で
入
賞
し
た
こ
と
、
中

分
署
時
代
に
旧
小
川
町
役

場
が
全
焼
し
た
こ
と
な
ど

が
思
い
で
に
残
っ
て
い
ま

す
。「
何
事
に
も
健
康
第

一
」
が
私
の
信
条
で
す
の

で
、
暫
く
ゆ
っ
く
り
と
身

体
を
癒
し
、
今
後
の
こ
と

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
お
会
い
し
た
時
は
気

軽
に
声
を
か
け
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
宇
城
広
域

消
防
本
部
・
署
の
更
な
る

発
展
と
職
員
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
す
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
光
陰
、
矢
の
如
し
。
少

年
老
い
易
く
、
学
成
り
難

し
。」
今
、
退
職
を
目
前

に
し
て
実
感
と
し
て
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
宇
城
広

域
消
防
本
部
が
宇
土
市

を
母
体
と
し
て
発
足
し

た
昭
和
49
年
4
月
。
東
京

他
、
各
地
消
防
か
ら
の
Ｕ

タ
ー
ン
組
6
名
の
方
々
と

採
用
に
な
っ
て
以
来
、
34

年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
既
に
退
職
さ
れ
た

方
も･･･

。
1
本
部
、
1

署
、
3
分
署
と
し
て
の
実

動
は
同
時
期
に
採
用
さ
れ

た
15
、
16
期
生
の
卒
配
を

待
っ
て
の
同
年
10
月
か
ら

で
し
た
が
、
今
思
え
ば
疲

れ
を
知
ら
な
い
若
い
が
取

り
得
の
消
防
隊
、
救
急
隊

だ
っ
た
様
な
!?
と
言
う
の

は
、
発
足
当
初
で
消
防
の

実
動
に
基
本
的
な
１
１
９

番
の
受
付
要
領
か
ら
機

関
運
用
訓
練
、
警
防
調

査
、
体
力
練
成
、
更
に
休

憩
時
間
に
は
待
ち
侘
び
た

よ
う
に
、
さ
も
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
の
様
な
そ
れ
な
り
に

ハ
ー
ド
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

･･･

。
良
く
身
体
が
動
い
た
当
時

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
こ
の
様
な
勤
務
の

中
で
も
実
務
面
に
お
い
て

色
々
と
以
前
の
職
場
と
の

環
境
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
生
じ

て
一
人
葛
藤
し
、
悩
ん
だ

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

思
え
ば
、
他
愛
の
な
い
事

の
よ
う
に
に
思
え
ま
す
。

勿
論
、
自
分
の
不
心
得
で

迷
惑
を
掛
け
た
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
高
校

卒
業
時
に
、
自
分
で
選
択

し
た
職
業
と
し
て
の
消
防

は
、
40
年
間
を
通
し
て
周

り
の
人
に
も
助
け
ら
れ
、

続
け
ら
れ
た
事
に
感
謝

し
、
間
違
い
で
は
無
か
っ

た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

消
防
が
対
処
す
る
災
害
の

事
象
は
年
々
変
化
し
複

雑
化
し
て
い
る
現
状
で
す

が
、
宇
城
広
域
消
防
本
部

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
変
わ

ら
ぬ
消
防
精
神
で
元
気
で

活
躍
さ
れ
る
事
を
、
今
後

は
一
住
民
と
し
て
微
力
な

が
ら
応
援
し
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

野
村
正
幸

黒
田
健
次

二
宮
敏
郎

退職者挨拶 長い間、 大変お疲れ様でした !!

 うき消防の動き 2008.043



①　

野
尻　

み
か

②　

阿
蘇
郡
高
森
町

③　

26
才

④　

温
泉
巡
り
、音
楽
鑑
賞
、

　
　

な
わ
と
び

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
★

高
校
生
の
時
、
路
上
で
お

腹
を
押
さ
え
据
わ
っ
て
い

た
女
性
が
、
駆
け
つ
け

た
救
急
隊
員
の
姿
を
見
て

“
ホ
ッ
“
と
し
た
表
情

を
さ
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
ず
消
防
士
に
な
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。
消
防

職
員
に
な
る
道
の
り
は
長

か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
数
多
く
の
人
に
励
ま
さ

れ
な
が
ら
、
今
の
私
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
、
少
し
で
も
多
く
の

方
に
”
ホ
ッ
”
と
し
た

表
情
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
切
に
し
、
今
出
せ
る
力

を
最
大
限
に
出
し
、
人
々

の
安
心
、
安
全
を
守
れ
る

よ
う
に
、
ま
ず
は
消
防
学

校
等
で
、
自
分
自
身
の
知

識
や
体
力
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

①　

中
島　

秀
徳

②　

宇
土
市

③　

24
才

④　

自
転
車
修
理
・
サ
ッ　

　

カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
映

　

画
鑑
賞
・
ツ
ー
リ
ン
グ
・

　

ギ
タ
ー

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
★

私
は
救
急
救
命
士
の
資
格
を

取
得
し
、
よ
う
や
く
幼
い
頃

か
ら
の
夢
で
あ
る
消
防
士
に

な
る
こ
と
が
４
度
目
の
採
用

試
験
で
叶
い
ま
し
た
。
意
志

を
曲
げ
な
い
、
祖
父
譲
り
の

肥
後
も
っ
こ
す
な
性
格
が
良

か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

私
の
得
意
と
す
る
こ
と
は
、

15
年
間
続
け
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
、
自
転
車
の
パ
ン
ク
修

理
、
そ
れ
と
脇
役
で
す
。
ハ

ン
グ
リ
ー
精
神
で
頑
張
り
ま

す
。
夢
が
叶
っ
た
今
か
ら
の

人
生
、
恩
返
し
す
る
時
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
を
育
て

て
く
れ
た
家
族
や
周
り
の

方
々
、
故
郷
の
た
め
に
役
立

ち
、
全
力
で
守
り
ま
す
。
ま

ず
第
一
歩
で
あ
る
消
防
学
校

初
任
科
を
精
一
杯
頑
張
っ
て

戻
っ
て
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 

①　

山
口　

博

②　

上
天
草
市

③　

24
才

④　

音
楽
鑑
賞･

サ
ッ
カ
ー

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
★

消
防
士
の
夢
を
叶
え
た
い
と

思
い
採
用
試
験
を
受
験
し
ま

し
た
が
、
年
齢
的
に
最
後
の

挑
戦
で
し
た
の
で
合
格
で
き

た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
喜
び
を
こ
の
先

も
忘
れ
ず
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
消
防

職
員
に
な
る
に
あ
た
り
、
身

体
的
に
も
精
神
的
に
も
様
々

な
業
務
で
訓
練
を
通
し
て
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
人
と

し
て
消
防
士
と
し
て
働
く
に

あ
た
り
、
住
民
と
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
最

も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
の
で

信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
も

日
頃
か
ら
責
任
あ
る
行
動
を

と
り
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
消
防
士
に
な
り
た
い
で

す
。

①　

岡
﨑
俊
雄

②　

宇
城
市

③　

22
才

④　

サ
ッ
カ
ー

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
★

自
分
は
、
今
年
の
３
月
に
大

学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の

新
社
会
人
で
す
。
大
学
在
学

中
か
ら
地
元
の
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い

て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が

好
き
で
す
。
４
月
か
ら
消
防

学
校
へ
行
き
、
消
防
士
の
職

務
と
精
神
、
体
力
を
学
び
、

鍛
え
て
卒
業
し
た
後
、
す
ぐ

に
現
場
へ
出
て
先
輩
方
の
足

を
引
っ
張
ら
ず
に
住
民
の
命

と
財
産
を
守
っ
て
い
け
る
消

防
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

①　

村
﨑　

透

②　

下
益
城
郡
富
合
町

③　

21
才

④　

野
球･

音
楽
鑑
賞

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
★

私
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

野
球
を
し
て
お
り
、
体
力
面

で
は
も
ち
ろ
ん
精
神
面
に
お

い
て
も
自
身
が
あ
り
ま
す
。

何
事
に
対
し
て
も
最
後
ま
で

必
ず
や
り
通
す
と
い
う
強
い

信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く

り
、
災
害
時
な
ど
の
際
に
迅

速
か
つ
正
確
な
判
断
が
で
き

る
消
防
士
に
な
り
た
い
で

す
。
ま
た
、
誰
か
ら
も
信
頼

さ
れ
る
よ
う
な
そ
ん
な
存
在

に
な
り
た
い
で
す
。

①　

福
永　

智
美

②　

天
草
市

③　

20
才

④　

体
を
動
か
す
こ
と(

陸
上)

、   

　
　

料
理
、
買
い
物
、
剣
道
、
陸

　
　
上
競
技(

長
距
離)

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
★

高
校
時
代
か
ら
目
指
し
て
い

た
消
防
職
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
、
今
は
嬉
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
宇
城
消

防
で
初
め
て
の
女
性
消
防
吏

員
と
い
う
こ
と
で
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
長
所
で
あ
る
明

る
さ
と
女
性
ら
し
さ
を
活
か

し
て
、
何
事
に
も
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
ず

は
消
防
学
校
初
任
科
で
基
礎

か
ら
し
っ
か
り
学
び
、
早
く

現
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好

き
で
、
中
学
・
高
校
時
代
に

は
陸
上
競
技(

長
距
離)

と

剣
道
を
行
っ
て
い
て
、
厳
し

い
練
習
や
稽
古
を
し
て
き
た

の
で
、
そ
れ
を
消
防
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

①　

澤
田
翔
吾

②　

宇
城
市

③　

18
才

④　

読
書･

野
球

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
★

私
は
高
校
で
野
球
を
し
て
い

た
の
で
体
力
に
は
自
身
が
あ

り
ま
す
。
ま
だ
分
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
足
を
引
っ
張

る
と
思
い
ま
す
が
、
新
人
ら

し
く
元
気
よ
く
頑
張
る
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

抱
負
は
ま
ず
消
防
学
校
を
卒

業
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
宇

城
市(

地
域)

に
役
立
つ
人

間
に
な
り
た
い
で
す
。

新職員自己紹介 これから一緒に頑張りましょう !!
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■
採
用
■

野
尻
み
か
、
中
島
秀
徳
、
山
口

　

博
、
岡
﨑
俊
雄
、
村
﨑　

透
、

福
永
智
美
、
澤
田
翔
吾

■
昇
任
■

【
消
防
司
令
長
】

園
田
幸
二
、
高
田
弘
元

【
消
防
司
令
】

澤
田
益
洋
、
成
松
晴
幸
、
中
村

亮
輔
、
坂
下　

勲
、
西
村
安
司
、

緒
方
哲
治

■
配
置
換
■

【
消
防
司
令
長
】

▽
消
防
本
部
予
防
課
長(

消
防

本
部
総
務
課
長
補
佐)

高
田
弘

元
▽
同
警
防
課
長(

同
通
信
指

令
課
長)

稲
葉
伸
二
▽
同
通
信

指
令
課
長(

南
消
防
署
豊
野
分

署
長)

園
田
幸
二
▽
北
消
防
署

長(

北
消
防
署
長
兼
防
災
課
長

事
務
取
扱)

野
口　

幸
▽
南
消

防
署
署
長
兼
防
災
課
長
事
務
取

扱(

消
防
本
部
予
防
課
長)

河

野
富
寛

【
消
防
司
令
】

▽
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐

(

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
長) 

坂
下　

勲
▽
同
通
信
指
令
課
長

補
佐(

１
係
担
当)( 

同
通
信
指

令
課
長
補
佐(

２
係
担
当)

斉

藤
澄
夫
▽
同
通
信
指
令
課
長
補

佐(

同
通
信
指
令
課
主
幹)

井

島
正
三
▽
北
消
防
署
防
災
課

長
兼
管
理
指
導
係
長
事
務
取
扱

(

同
通
信
指
令
課
長
補
佐)

木

下
亮
二
▽
同
副
署
長
兼
消
防
１

課
長
事
務
取
扱(

北
消
防
署
消

防
２
課
長)

園
田
政
春
▽
同
副

署
長
兼
消
防
２
課
長
事
務
取
扱

(

同
網
田
分
署
長)

芥
川　

泉

▽
同
消
防
１
課
長
補
佐(

救
急

救
助
担
当) (
同
網
田
分
署
副

分
署
長
兼
指
導
１
係
長
事
務
取

扱)

木
村
良
一
▽
同
消
防
２
課

長
補
佐(

救
急
救
助
担
当) (
南

消
防
署
三
角
分
署
副
分
署
長
兼

指
導
１
係
長
事
務
取
扱)

星
原

洋
一
▽
同
消
防
１
課
長
補
佐
兼

消
防
係
長
事
務
取
扱(

北
消
防

署
城
南
分
署
消
防
２
係
長)

緒

方
哲
治
▽
同
消
防
２
課
長
補
佐

兼
消
防
係
長
事
務
取
扱(

同
網

田
分
署
消
防
２
係
長)

中
村
亮

輔
▽
同
美
里
分
署
長(

同
消
防

２
課
長) 

木
下
博
道
▽
同
城
南

分
署
長(

南
消
防
署
消
防
２
課

長)

福
永
生
一
▽
同
網
田
分
署

長(

同
消
防
１
課
課
長)

水
野

　

司
▽
同
美
里
分
署
副
分
署
長

兼
指
導
２
係
長
事
務
取
扱(

北

消
防
署
消
防
２
課
長
補
佐)

上

田
一
博
▽
同
城
南
分
署
副
分
署

長
兼
指
導
２
係
長
事
務
取
扱

(

南
消
防
署
消
防
２
課
長
補
佐)

野
口
博
志
▽
同
網
田
分
署
副
分

署
長
兼
指
導
１
係
長
事
務
取

扱(

消
防
本
部
通
信
指
令
課
主

幹)

西
山　

優
▽
南
消
防
署
副

署
長
兼
消
防
１
課
長
事
務
取
扱

(

北
消
防
署
美
里
分
署
長) 

橘

　

忠
義
▽
同
副
署
長
兼
消
防
２

課
長
事
務
取
扱(

同
城
南
分
署

長) 

坂
本　

学
▽
同
消
防
１
課

長
補
佐(

救
急
救
助
担
当)(

南

消
防
署
消
防
１
課
長
補
佐) 

橋

本
孝
博
▽
同
消
防
２
課
長
補
佐

(

救
急
救
助
担
当) (

北
消
防
署

美
里
分
署
副
分
署
長
兼
指
導
２

係
長
事
務
取
扱) 

中
山
富
雄
▽

同
消
防
１
課
長
補
佐
兼
消
防
係

長
事
務
取
扱(

南
消
防
署
消
防

１
課
消
防
係
長) 

西
村
安
司
▽

同
消
防
２
課
長
補
佐
兼
消
防
係

長
事
務
取
扱(

同
小
川
分
署
消

防
１
係
長) 
澤
田
益
洋
▽
同
三

角
分
署
副
分
署
長
兼
指
導
１
係

長
事
務
取
扱(

同
小
川
分
署
副

分
署
長
兼
指
導
２
係
長
事
務
取

扱) 

西
山
正
治
▽
同
豊
野
分
署

長(

北
消
防
署
消
防
１
課
課
長

補
佐) 

奥
村
清
司
▽
同
小
川
分

署
長(

同
城
南
分
署
副
分
署
長

兼
指
導
２
係
長
事
務
取
扱) 

中

山
孝
己
▽
同
小
川
分
署
副
分
署

長
兼
指
導
２
係
長
事
務
取
扱

(

同
消
防
２
課
消
防
係
長) 

成

松
晴
幸

【
消
防
司
令
補
】

▽
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

係
長(

北
消
防
署
美
里
分
署
救

急
２
係
長) 

山
本
安
弘
▽
同
通

信
指
令
課
通
信
１
係
係
長(

消

防
本
部
通
信
指
令
課
通
信
２
係

長)

坂
本
秀
三
▽
同
通
信
指
令

課
通
信
２
係
係
長(

南
消
防
署

三
角
分
署
消
防
２
係
長)

福
嶋

健
二
▽
同
通
信
指
令
課
情
報
管

理
２
係
係
長(

消
防
本
部
通
信

指
令
課
通
信
１
係
長)

境　

浩

之
▽
北
消
防
署
美
里
分
署
救
急

１
係
係
長(

北
消
防
署
網
田
分

署
救
急
１
係
長)

福
永
健
治
▽

同
美
里
分
署
消
防
２
係
長(

同

消
防
１
課
消
防
係
長)

村
上
哲

也
▽
同
城
南
分
署
救
急
１
係
長

(

同
美
里
分
署
救
急
１
係
長)

岩
崎
健
二
▽
同
城
南
分
署
消
防

２
係
長(

消
防
本
部
通
信
指
令

課
情
報
管
理
２
係
長)

福
島
光

二
▽
同
網
田
分
署
消
防
１
係

長(

北
消
防
署
美
里
分
署
消
防

２
係
長)

荒
井
和
也
▽
同
網
田

分
署
救
急
１
係
係
長(

南
消
防

署
防
災
課
管
理
指
導
係
長)

谷

川
英
明
▽
同
網
田
分
署
消
防
２

係
長(

同
小
川
分
署
消
防
２
係

長)
吉
田
武
士
▽
南
消
防
署
三

角
分
署
消
防
２
係
長(

北
消
防

署
網
田
分
署
消
防
１
係
長)

田

端
省
二
▽
同
防
災
課
管
理
指
導

係
長(

同
防
災
課
管
理
指
導
係

長)

守
田
辰
春
▽
同
小
川
分
署

消
防
１
係
長(

南
消
防
署
消
防

２
課
消
防
係
長)

本
田
正
明
▽

同
小
川
分
署
消
防
２
係
長(

北

消
防
署
城
南
分
署
救
急
１
係

長)

堀
誉
士
夫

【
消
防
士
長
】

▽
消
防
本
部
通
信
指
令
課
通
信

１
係
長
心
得(

北
消
防
署
美
里

分
署
消
防
２
係
参
事)

大
島
雄

一
▽
北
消
防
署
消
防
２
課
救
急

係
参
事(

消
防
本
部
警
防
課
救

急
係
参
事)

金
子
弘
幸
▽
同
美

里
分
署
救
急
２
係
長
心
得(

北

消
防
署
消
防
２
課
救
急
係
参

事)

島
松
一
歩
▽
同
城
南
分
署

救
急
１
係
参
事(

同
美
里
分
署

救
急
１
係
参
事)

久
山
幹
生
▽

南
消
防
署
小
川
分
署
消
防
２
係

参
事(

同
網
田
分
署
消
防
２
係

参
事)

上
田
知
也

【
消
防
副
士
長
】

▽
消
防
本
部
通
信
指
令
課
情
報

管
理
１
係
主
事(

南
消
防
署
三

角
分
署
消
防
２
係
主
事)

坂
口

友
章
▽
同
通
信
指
令
課
通
信
２

係
主
事(

同
小
川
分
署
消
防
２

係
主
事)

山
口
太
一
▽
北
消
防

署
消
防
１
課
消
防
係
主
事(

南

消
防
署
消
防
１
課
救
急
係
主

事)

前
田　

剛
▽
同
美
里
分
署

消
防
１
係
主
事(

同
消
防
１
課

指
導
係
主
事)

畠
舎
政
貴
▽
同

美
里
分
署
救
急
１
係
主
事(

北

消
防
署
城
南
分
署
救
急
１
係
主

事)

坂
本
裕
樹
▽
同
美
里
分
署

消
防
２
係
主
事(

南
消
防
署
豊

野
分
署
消
防
２
係
主
事)

堀　

貴
喜
▽
南
消
防
署
消
防
１
課
救
急
係

主
事(

北
消
防
署
消
防
１
課
消
防
係

主
事)

高
嶋
昭
徳
▽
同
消
防
２
課
救

急
係
主
事(

消
防
本
部
通
信
指
令
課

情
報
管
理
１
係
主
事)

橋
本
幸
生
▽

同
三
角
分
署
消
防
２
係
主
事(

南
消

防
署
三
角
分
署
消
防
１
係
主
事)

船

田　

守

【
消
防
士
】

▽
北
消
防
署
消
防
１
課
指
導
係
主

事(

北
消
防
署
消
防
２
課
救
急
係
主

事)

馬
場
稔
充
▽
同
網
田
分
署
消
防

２
係
主
事(

南
消
防
署
消
防
２
課
指

導
係
主
事)

那
須
秀
和
▽
南
消
防
署

消
防
１
課
指
導
係
主
事(

北
消
防
署

消
防
１
課
救
急
係
主
事)

中
山
哲
哉

▽
同
消
防
２
課
指
導
係
主
事(

同
消

防
１
課
指
導
係
主
事)

中
村
奏
喜
▽

同
三
角
分
署
消
防
１
係
主
事(

南
消

防
署
小
川
分
署
消
防
１
係
主
事)

藤

本
佳
吾
▽
同
豊
野
分
署
消
防
２
係
主

事(

同
消
防
２
課
救
急
係
主
事)

竹

村
宜
隆
▽
同
小
川
分
署
消
防
１
係
主

事(

北
消
防
署
美
里
分
署
消
防
１
係

主
事)

藤
村
聖
司

【
退
職
】

　
　
　

平
成
20
年
3
月
31
日
付

▽(

消
防
本
部
警
防
課
長)

野
村
正

幸
▽(

南
消
防
署
長)

黒
田
健
次
▽

(

南
消
防
署
小
川
分
署
長)

二
宮
敏

郎

人
事
異
動
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百
時
是
消
防

(

ひ
ゃ
く
じ
こ
れ
し
ょ
う
ぼ
う)

全
て
の
こ
と
は

消
防
に
通
じ
る

　４月の予定
日 曜 行事 場所 時間

1 火 辞令交付式 消防本部 08:30 ～

6 日 城南町出初式 舞原町民グラウンド 08:30 ～

8 火 熊本県消防長会臨時会 熊本県消防学校 10:30 ～

8 火 熊本県消防学校初任科51期入校式 　　　〃 11:00 ～

15 火 宇城広域連合運営会議 宇城広域連合 10:00 ～

17 木 熊本県消防長会春季総会 水俣市 14:00 ～

18 金 熊本県消防職員意見発表会 葦北郡津奈木町 10:00 ～

18 金 宇城地区危険物協会総会 松橋ホワイトパレス 13:00 ～

20 日 下益城郡操法大会 美里町中央庁舎 08:30 ～

21 月 熊本県消防学校指導員研修 熊本県消防学校 25 日まで

23 水 白川 ･ 緑川水質保全協議会 嘉島町役場 14:00 ～

24 木 宇城広域連合人権研修（25 日） 南消防署 10:00 ～

25 金 宇城広域消防連絡協議会総会 宇城地域振興局 16:30 ～

　５月の予定
日 曜 行事 場所 時間

1 木 宇城救助技術大会 南消防署 09:00 ～

8 木 全国消防長会九州支部総会 大分市 9日まで

9 金 九州地区消防職員意見発表会 大分市 10:00 ～

12 月 熊本県危険物安全協会総会 熊本市 15:30 ～

14 水 熊本県消防救助技術大会第 2回審査員会議 熊本県消防学校 10:00 ～

20 火 宇城広域連合運営会議 宇城広域連合 10:00 ～

21 水 所属長会議 消防本部 09:00 ～

30 金 熊本県消防救助技術大会 熊本県消防学校

災害統計  

火　災 救　急 救　助

H20. 3.31 現在 10 1,643 25

昨 年 同 期 11 1,613 20

増 減 数 -1 +30 +5

　ハンセン病について思う（ その１）
　
ハンセン病は「 らい菌」 という極めて病原性の弱い細

菌による感染症です。 かつては、 同一家族の中で発病

する例がみられ、「 遺伝病」、「 治らない病気」 と誤解

された時代もありました。 感染しても発病することは

まれで、 現在では早期発見と適切な治療で障害を残

すことなく治ります。 しかし、 国は、 明治以降長い間、

ハンセン病患者を療養所に強制的隔離、継続強制入所、

従業禁止、 外出禁止するなど誤った政策を続けてきま

した。 そのため一般に誤った認識が広まり、 患者は二

重の偏見、 差別に苦しんできたのです。 もし、 自分が

このように強制的隔離され一生家族とも二度あえない

生活をしていかねばならない事になった場合を想像し

てみてください。

■
緊
急
運
航
要
請
時
の
聴
取
事
項
に
つ
い
て

今
回
も
、
緊
急
運
航
要
請
時
の
情
報
と
し
て
の
注
意
事
項
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。
消
防
か
ら
の
要
請
時
に
、
航
空
隊
か
ら
の
問

い
返
し
の
内
容
で
医
師
や
家
族
等
の
同
乗
者
の
有
無
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
飛
行
時
の
機
体
重
量
を
出
動
時
に
把
握
す
る
た
め

な
の
で
す
が
、理
由
と
し
て
機
体
重
量
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

飛
行
距
離
若
し
く
は
活
動
推
定
時
間
に
対
し
て
の
燃
料
の
量
を
機

長
が
判
断
す
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
重
く
な
れ
ば
燃
料
を
少
な

め
に
し
ま
す
が
飛
行
距
離
を
制
限
さ
れ
ま
す
。
距
離
が
遠
け
れ
ば

燃
料
を
多
め
に
積
載
す
る
た
め
に
、
軽
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
、家
族
の
同
乗
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
転
院
搬
送
の
場
合
、
医
師
の
搭
乗
予
定
が
2
名
の
場
合
や

医
療
機
器
の
積
載
が
あ
る
時
も
同
様
に
考
慮
す
る
必
要
が
出
て
き

ま
す
。
加
え
て
重
要

な
理
由
と
し
て
、
航

空
機
事
故
の
と
き
、

全
乗
員
を
把
握
し
て

お
か
な
け
れ
ば
誰
が

遭
難
し
た
の
か
解
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
更
に
、

機
内
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
地
上
の
者
が

把
握
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
肝
心
で

す
。
そ
し
て
医
師
や

家
族
が
同
乗
す
る
場

合
、
氏
名
と
生
年
月

日
が
情
報
と
し
て
重

要
に
な
り
ま
す
。

思い愛（あい）

今
か
ら
約
40
年
前
の
昭
和
44
年

(

１
９
６
９
年)

に
、
川
崎
市
で
日

本
初
の
婦
人
消
防
官
12
名
が
誕
生

し
ま
し
た
。
彼
女
達
の
業
務
は
災

害
現
場
で
は
な
く
主
に
地
域
に
対

す
る
防
火
・
防
災
教
育
で
し
た
。

時
代
が
成
熟
し
て
い
く
と
共
に
、

女
性
が
仕
事
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
社
会
の
考
え
方
も
変
化
し
、
昭

和
60
年
に
は
「
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
」、
昭
和
63
年
に
は
「
地
方
公

務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
」

が
相
次
い
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
6
年
に
は
「
女
子
労
働
基
準

規
則
（
現
在
は
「
女
性
労
働
基
準

規
則
」）」
が
改
正
さ
れ
、
女
性
の

深
夜
業
の
規
制
を
解
除
す
る
業
務

の
中
に「
消
防
業
務
」も
加
え
ら
れ
、

女
性
消
防
吏
員
も
24
時
間
体
制
の

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
全
国
の
女

性
消
防
吏
員
は
２
，３
８
７
名(

１
．

５
％)

で
し
た
が
、
今
年
は
そ
の

数
少
な
い
女
性
消
防
吏
員
に
当
本

部
の
2
名
も
加
わ
り
ま
す
。

昨
年
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
し
て
、
男
女
共
同

参
画
啓
発
ビ
デ
オ
「
翔
太
の
明
日
」

を
全
職
員
視
聴
し
意
見
交
換
し
ま

し
た
が
、
男
性
も
女
性
も
、
お
互

い
を
尊
重
し
、
一
人
ひ
と
り
が
持

つ
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
職
場
づ
く
り
が
私
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
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防
災
消
防
航
空
隊
便
り

園
田　

寛　

（
平
成
19
年
度
～
21
年
度
派
遣)
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